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最後に，第 6 章において，本研究で得られた結果を総括し，全体的な結論を述べている O
論文の審査結果の要旨
本論文はガスタービンまたガスエンジンを用いた熱電併給プラントの設計計画手法の確立を目的とし
て行った研究をまとめたものであり，次の成果を得ている。
(1) ガスタービン・廃熱ボイラ方式の熱電併給プラントについて混合整数計画法に基づく設計手法を提‘
案している O この手法により，年間電力および熱需要パターンが与えられた場合に，長期的経済性の観
点から最適な機器構成(機種とその設置台数)を容易に決定できることを示している。さらに各機器の
運転・停止および、機器への負荷配分条件，電力会社からの購入電力量ならびに最大受電契約電力の最適
値など，プラントを実際に運用する上で重要な諸量が決定できることを示している。
(2) ガスエンジン発電機，吸収冷凍機，電動冷凍機，ガスエンジン・ヒートポンプおよび電動ヒートポ
ンフ。から構成される，より複雑な熱電併給フ。ラントについて最適化手法を導入したマン・マシン対話形
式の計算機援用計画システムを開発している。
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本システムにより年間エネルギー需要量の推定，機器構成の異なる代替プラントの立案，燃料および
購入電力料金体系の選定，各種代替プラントに対する最適運用方策の決定および長期的経済性の評価な
どを階層的に順次実行し，最良のプラントを合理的かっ容易に決定で、きることを示している。
以上のように本論文は熱電併給プラントの最適計画手法を提案し，これが実際の複雑なプラント設計
に応用できることを示しており その成果は電気工学，特に熱電併給プラントの計画技術に寄与すると
ころ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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